
 
みよ、わたしは ばんぶつを あたらしくする  

（ヨハネのもくしろく 21・5） 

スイスからきたジャネットとアンは、しまいです。
あるひ、がっこうのあとでふたりはけんかになりま
した。ちいさいアンは「へやからでていって！」と
いわれて、ジャネットのおもちゃをとって、こわし
てしまいました。 

ジェン４とは、キアラ・ルービックが創立したフォコラーレの子どもたちです。 
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1 がつ、わたしたちは、イエスさまがどうしてこのせかいにきた
のかをおもいだしました。それは、みんながなかよくあいしあ
い、ひとつのおおきなかぞくになるためです。これが、イエス   
さまがおしえてくれた**うれしいしらせ（ふくいん）**です。 

かみさまは、いつもわたしたちをあいしてくれています。 
かみさまは、すべてのものをわたしたちのためにつくりまし
た。ひとがまちがいをしても、かみさまはそばにいて、ゆる
し、もういちどやりなおすチャンスをくれます。 
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そして「あたらしく」わたしたちをみてくださいます。      
イエスさまがおしえてくれたとおり、かみさまのあいは
「すべてをあたらしく」して、しよりもつよいのです。 

いっしょにあそぶのは、とてもたのしいです。ジャネットは
しゅくだいをするよりさきに、おもちゃをならべてアンにい
いました。「どれかひとつえらんでいいよ。」アンはよろこ
んで、ジャネットをだきしめました。ジャネットは、やりなお
すちからをくれたイエスさまに、ありがとうといいました。 

つぎのひ、ジャネットは、がっこうにいきましたが、かなし
くなって、イエスさまにおねがいしました。「おうちにかえ
ったら、アンとなかなおりできますように。」いえにかえる
と、ジェネットはアンをよんで、「いっしょにあそぼう！」
といいました。アンはとてもうれしそうでした。 


